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2.土質条件
21 土質調査内容
本検討には昭和 57年に実施された地質調査結果 (土質柱状図)及び平成 9年に
実施された「平成 9年度 日吉津村ひえづ浄水センター実施設計業務委託に伴う地
質調査」報告書を用いる。

・ 昭和 57年 No.1～No.2
・ 平成 9年 No.1～No.3
各調査孔位置は,調査位置図に示すとおりである。本設計においては、対象施設
であるスクリーンユニットに最も近い昭和 57年 No2調査孔 (S57-2)の柱状図を
用いて基礎等の設計を行 う。なお、昭和 57年の調査報告書が残つていないため、

平成 9年度の調査報告書における土質常数等を用いることとする。

平成 9年のポーリング及び土質調査は日本水工設計株式会社により実施されて
おり,調査内容は下記の通りである。
・ボーリング φ66nlm 3ヶ 所  計 577m

(Nol:2015m、 No2:205m、 No3:17.05m)
・標準貫入試験

・密度試験
。含水比試験

・粒度試験

57回

7個

7個

7個

22 地質概要・地盤構成
本浄水センターは、日本海 (美保湾)沿岸から内陸部へ約 20～ 100mに当たり、
西方約 1 5klnには日野川が北流し、日野川の西方には全長 18hの弓ヶ浜砂洲及び
中海が分布している。また、東方約 1蝕mには佐陀り||が北流しており、佐陀り||の上
流 (本浄水センターの東方 15b付近)には中国地方最高峰の大山が分布している
が、本浄水センター付近には山地・台地は分布せず、平野が広がっている。

弓ヶ浜砂洲は 3列の砂洲からなり、順次中海側から美保湾側に形成されたと考え

られる。本浄水センターは、弓ヶ浜砂洲の東端付近に当たり、弓ヶ浜砂洲の各形成

期は縄文時代から9oo年前以降であることから、本浄水センター付近も表層より沖

積層が比較的厚く分布している。

沖積層の下位には、洪積世に堆積した高位・中位・低位段丘が分布する。本浄水

センター周辺の高位段丘は、大山山麓部 。中海周辺部に分布し、大山山麓の標高

20～ 100mの傾斜した段丘面に広く分布するのは御来屋礫層と呼ばれる礫層・砂層
の不規則な互層で、礫は大部分安山岩よりなり、一部くさり礫化している。最大層

厚 10mに達する。

本浄水センター周辺の中位段丘は、中海の西部に標高 15～ 30mの高度で典型的
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な分布が認められる。本浄水センターの南方にも小規模であるが分布する。中海西

部の中位段丘は、下部から礫層、砂層、シル ト層に 1堆積輪廻を示す構成物よりな

り、乃木礫層と呼ばれる。層厚 8mに達し、礫層中の礫は半数近くが風化している。
本浄水センター周辺の低位段丘は、大山山麓から本浄水センターの東方から南方

にかけて点々と分布している。層理の発達した礫層よりなり、礫はほとんど風化し

ていない。最大層厚 10mに達する。弓ヶ浜半島では地表 10m以深に弓ヶ浜層と呼
ばれる砂礫・シル ト・細砂層があり、低位段丘堆積層に対比される。

上記により、本浄水センターの地質構成は、表層より沖積層が比較的厚く分布し、

地表 10m以深に低位段丘相当層が分布すると考えられる。
各柱状図から分かるように、本浄水センターの土層は、ほぼ水平に成層しており、

地表部には厚さ07～ 14mの盛土が施され、以深より自然地盤が分布する。自然地
盤は沖積層と洪積層に大別され、境界深度は GL‐ 147～ 170mである。このうち、
沖積層は砂質土を主体としており、大略 N値は N=10～30程度を示す。また、洪
積層は礫質土を主体としており、大略 N値は N=60以上を示し、玉石を多く混入す
る。

図 2.1に調査位置図、図 22に土質柱状図を示す。

図 21 調査位置図
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図 22 土質柱状図(3/5)H.9‐ 1
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図 22 土質柱状図(4/5)H9‐ 2
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図 22 土質柱状図(5/5)H9‐ 3
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2.3 設計上質常数

本設計に用いる土質定数は,報告書に示されている値 (N値、γ)に C、 φを追
加して、表 2.1のように設定する。

表21 設計上質常数
深度(標高)

(m)

層厚

(m)

土質名

(J目区分)

設計

N値

γ

Ⅳ

“

)

C※

(kN/虚 )

φ※

ぐ )
備考

0-06
(+375-+315) 戯

０

沖積層

06-32
(+315～Ю 55)

シル ト

(Acl)
1 8 0

32-150
r■055～‐1125)

砂質土

(Asl)
0

150-17 15

(‐ 1125～‐1340) 礫
回

0

1715～
‐1340～ )

砂礫

(DR)
0 洪積層

※C、 φはN値からの推計式 (c=8N、 φ=15+√ 15N)よ り算定した。

設計地下水位は、各調査孔における観測水位より、最も高い調査孔 S57-2の
TP11 25Mと する。

表 2.2 各調査孔の地下水位

調査孔名 調査孔標高

(TP+ M)

地下水位 備考

観測 日GL一←n) 標高 (M)

S57-1 331 260 TP+071 S5711 1頃

S57-2 375 250 TP+125 S57112頃

H9-1 371 330 TP+041 H9 121

H9-2 243 220 TP+023 H9124

H9-3 342 320 TP+022 H9123
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24 地盤種別及び液状化の判定
土質柱状図 (S.57‐2)に対する耐震設計上の地盤種別の判定及び液状化の判定結
果は以下のとおりである。

1)耐震設計上の地盤種別の判定結果

・地盤の特性値による判定 :特性値 TG=043よ り,地盤種別「Ⅱ種」
・沖積層厚と洪積層厚による判定 :地盤種別「Ⅱ種」

以上より、耐震設計上の地盤種別は「Ⅱ種」とする。

表 2.3 耐震設計上の地盤種別の判定
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2)液状化の判定

地盤が地下水で飽和した砂質土及び軟弱な中間土で構成される場合は、その地層

の液状化の有無について判定を行 う。液状化の判定により、その程度に応じて耐震

設計上の土質常数を低減させるものとする。

また、施設の立地条件が液状化による側方流動が生じやすいと判断された場合は、

それが施設に与える影響を検討する。

なお、液状化の判定を行 う必要がある砂質土層は以下のように定義されている。
「以下の 3つの条件すべてに該当する原則として、沖積層の飽和砂質土層は地震

時に液状化の可能性があるため、 (社)日本道路協会の「道路橋示方書・同解説V
耐震設計編」 (平成 14年 3月 )に準じて液状化の判定を行 う。」
① 地下水位が現地盤面から10m以内にあり、かつ現地盤面から20m以内の深
さに存在する飽和土層。

② 細粒分含有率 FCが 35%以下の土層、またはFCが 35%を超えても塑性指
数IPが 15以下の土層。

③ 平均粒度 D50が 10mm以下で、かつ lo%粒度 D10が lmm以下である土
層。

今回の土質条件において、上記①に該当する沖積層の飽和砂質土層が存在するた

め、液状化の判定を行う。(表 2.4)

次頁以降の表 2.5.1～ 2.5.2及び柱状図に液状化判定結果を示す。

表 2.4 液状化判定の必要性
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表 2.5.1 液状化判定表 (S.57‐ 2、 レベル 2地震動、タイフ・Ⅱ)
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Xこの表は、レベル2堆●動に対するFL使を基準としてDEl(レベル1地震働用の上質常数低減係

“

を求めたものである。

砂■嗚■のな体t"t S,摯 0瀑 (■■日華● V Ita織 3・● 平腋,4年 3月
==薔

,

'メ
ル,綸●●●)

一
“
“・

”
　
　
ｏ 1.雪 ".

１

，

３

も

、

ヽ

，

ｔ

，

」

は

ヽ

ュ

ヽ

■

■

ａ

ヽ

ｎ

一

＞

ヽ

“
“
出
脚
印
勲
“
脚
調
】
山
】
“
螂
“
“
瑯
黎
聟

［
［
］
中
一
】
“
岬
囃
¨
】
］
¨
】
瑯
“
“轟
螂

一
０
「
摘
趙
綺
粕
ヽ
「
”
油
「
踊
”
コ
．

田

ｍ

ｍ

寧

”

一

顔

口

”

魚

麟

”

”

■

一

一

〓

”

＾

，

，

４

‘

４

●

４

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｕ

】

憫

口

爛

囀

囀

口

自

鮨

臓

口

”

幽

一

鰤

］

饉

餞

照

〓

無

，

■

ヽ

”

傲

籠

饉

ヽ

ユ

独

工

瓢

集

量

ヽ

ユ

良

出

”

】

暉

饉

鮨

口

ｎ

鮨

口

“

轟

籠

“

凛

暉

“

“

】

一

■

“

記

‘

ヽ

，

■

●

」

」

仇

」

餞

ｅ

Ｒ

“

籠

颯

凛

魚

●

■

掟

釧

滋

凛

爛

機

ｎ

締

熟

機

輌

瀾

雪

ｍ

一

．
ｍ
崚
】
嘲
威
ｍ
由
叩
呻
爛一略
凛
ｍ
珈
＾

ヽ

一
〇

０

ヽ

■
●

ヽ

０

●

●

ヽ

●

，
０

，

一

一

一

〓

一
苺
贈
織
藝
”
ず

い
蔭
●

一
一
一
■
饉
■１
，■

一

〓

一
Ｃ

ｎ
薩
摯
暴
”

」
「
一
一
浪
“

●

摯

，
●

一

”
”
”
“
，
“
“
”
“
”
”
“
“
“
一
“
“
”
“
由
“
”
¨

¨
．苺
呻
凛
消
輝
“
“
資
出
躙
詢
熙
輌
唱
¨

‘
“
”

輛
【つ鞠“”画ヽ

霜:|:Iマ i:
“
　
　
ロ

嘔

レ
“

、
`r__ _ヽ |■,

鱗
“
‐

一
“
“い

韓
・

〓

・

“

・

，

・
・

・

・

・
●

●

●

●
“

・
■

・

■

■

、

４

■

一

」

一

■

■

，

〓

■

■

■

，

Ｌ

織

正

ム

ヽ

，

，

よ

ｔ

，

■

ュ

■

■

」

』い
』̈
］
中い
呻
』̈
中
中
¨
］̈
一
¨
一
一一

Ｈ

瘍

瘤

■

一

調

口

福

嶽

ヽ

僣

”

ヽ

露

“

漱

一
”
絣
”
一
”
「
０
「
”
醸
”
〓
ン
●
一

ふ

〓

」

、

‘

～

‘

―

■

ｔ

‘

‘

ｔ

ヽ

●

■

一
瘍
椰
藤
一
疇
薔
総
綺
裔
滲
０
摯
０
ゆ
修
瞼
蔭
”

旅
一
■
Ａ
“
鳳
」
＝
籠
」
飢
メ
一
菫
盗
盤
ヽ
ヽ
Щ

鷲

】

館
漱

“
“
“

凛

縁

薫
攘

凛

“

，
漱

“
“

應

“

五
」
機
僚
訳
■
”
Ｌ
”
は
」
」
」
は
」
」
」
体
藤

薗

漱

綸

犠

”

醐

国

は

ｎ

ｎ

翻

輌

印

】

馘

薇

密

”

輌

機

“

畑

“

銀

凛

●

こ

鶏

聟

“

轟

氣

一

一
´
一
“
“
”
Ｍ
”
麟
μ
一
”
お
颯
侑
“
ヽ
一
・

一
一
壺

“

“

一
崚
』
一嗜
一韓

麟

轟
０

”

“

６

一

一

一

”
”
”
”
”
”
“
¨
ｔ
“
”“
」
”
“
”
“
“
¨
”
翔
”
“

一

一
〇

〇

〇

０

●

０

０

●

０

０

・

０

０

●

一

一

´

・
＾
僣
”
“
“
翡
働
９
”
銀
薄
靭
”
鱒
”
一

19

一」】』
,材離鳳 「:電:激督‐T千彙鳶燻二lii■i■itti二 |

111=キ l=・ 1,● 暫 :壼 1■1:|■ ■ 擦 1'側
雌
・
鮨 °tt,|“ 椰

“
"u●
●っ 薇

翼l''際■■■覆濃:11111T「,霜
=鶴
鍮
“



● ■ jl点  丼 未 烙 ■ ●

ボーリング■ :綺

口■年月日_■7年 10月 30日 ～■,ュ1月
`口
_

口薔猥当■

■   ■

7t内 水●

Q電さ
=ユ
_____」・

へ

⌒

ま,掟 取

0こ 2=0 133

“"姜
凛方法o●分       ● アニッン重サンフラー

● シン
',一
″サンフラー  8 フ。ィルサンア,一

0 ■人お●月サンフ,一   X ■ の 機

¨
―

ド

ｍ
ｌ

”

［

　

　

　

　

　

　

　

　

日

Ｆ

」

”

ト

ロ

Ｆ

」

”

旺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　

　

”

　

睫
　

　

　

”

摯●t,くレスル:、 ,ィ ,■ )

漱tte`レ ベルを、,`,.■ )

20

■
●
一
ｔ
一


